
平成２７年（2015年）５月２７日 

 

 

山陽小野田市議会議長 尾 山 信 義  様             

 

  

山口東京理科大学公立化調査検討特別委員長 伊 藤    實   

 

委員会調査報告について  

 

 委員会行政視察における調査結果について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 調  査  日  時   平成２７年５月１８日(月)・１９日（火） 

 

２．調  査  場  所   高知県公立大学法人 高知工科大学 

 

３．派 遣 委 員 会   山口東京理科大学公立化調査検討特別委員会 

 

４．調  査  内  容   別添委員会報告書のとおり 

 

 

 

 

 

 

 



山口東京理科大学公立化調査検討特別委員会視察報告書 

 

平成２７年 ５月 ２７日 

 

１ 視察日、視察先、事項 

 平成２７年５月１８日（月）・１９日（火）  

高知県公立大学法人 高知工科大学 永国寺キャンパス 

 大学施設、法人設立経緯及び運営状況等の視察研修 

 

２ 参加委員  

伊藤實委員長、笹木慶之副委員長、石田清廉委員、大井淳一朗委員、河野朋子委員、

中村博行委員、山田伸幸委員、吉永美子委員 

 

３ 報告事項 

【視察の目的】 

   山口東京理科大学の公立化及び薬学部設置に係る調査・検討のため、高知工科大学

永国寺キャンパスにおいて開学（公設民営）から公立大学法人移行への経緯・手続、

大学運営の推移・現状及び関連する諸事項等について説明を受ける。 

【視察先の状況】 

   平成９年に高知県が設置し、学校法人が運営する公設民営大学として開学した当大

学は、平成２１年４月に公立大学法人とした。公立大学法人としての強固な基盤の上

に、私立大学として積み重ねてきた経営ノウハウを生かすことで、「世界一流の大学」

を目指している。その柱は、「教育」と「研究」であり、中でも次代を担う人材が育つ

「教育」を存在意義の核心とし、学生の自主性を重視した全科目選択制等独自の教育

システムを導入している。研究面では、総合研究所を中心に多様な先端的分野の研究

に取り組んでいる。また、公立大学法人化に合わせて新たに地域連携機構を設置し、

広汎な社会貢献活動を行っている。公立大学法人を新たな出発点とし、大学の責務、

「知恵の伝承」、「時代の先駆け」、「社会の批判的鏡」を全うしつつ、「世界一、人が育

つ大学」の実現に向け取り組んでいる。 

   法人設立の経緯及び運営状況等は、別紙資料のとおりであるが、対応いただいた関

係者が開学からの在職者であり、公立大学法人移行業務も担当され大学運営に精通さ

れており、丁寧で詳細な説明をされたことに感謝をしたい。 

 

 



【考察】 

  公立大学法人移行に係る経緯及び運営状況等については、別紙資料のとおりである。 

  法人化の準備作業は、省庁との折衝（文科/総務）を初め議会関係、組織運営、目標 

評価制度、人事・財務会計制度及び財産管理等かなりの業務量である。 

 大学運営は志願者が増加し学生確保が安定する。経営も安定する。一方、地方交付税 

の行方（基準財政需要額）、危機意識の低下等気がかりな面もありより適切な運営が望ま

れる。 

  「公立大学」という厳しい評価と責任、市政における位置付け等目標実現に向けた不

断の努力と改革が求められる。 

 

  

   


























































